
 

 報道資料  

 

 

令和３年12月20日 

十日町市観光交流課 

 

越後妻有の冬の魅力を発信する「『大地の芸術祭』の里 越後妻有2022冬 SNOWART
ス ノ ワ ー ト

」を

開催します。 

 

１ 開催期間  

令和４年１月29日(土) ～ ３月13日(日) 

 

２ 主なプログラム 

(1) 特別企画展 

① 「北越雪譜アドベンチャー」／越後妻有里山現代美術館 MonET 

会期：１月29日(土)～３月13日(日) ※休館日：火曜日、水曜日 

料金：一般1,200円、小中学生600円（企画展＋常設展） 

     内容：「北越雪譜」の世界をアートで表現した展示で、昼は雪遊び広場やワー

クショップで雪と昔の暮らしを体感できます。夜は、光のアートでライ

トアップされた幻想的な世界が演出されます。 

     参加作家：髙橋匡太、原倫太郎＋原游、深澤孝史、KOSUGE1-16、ほか 

     その他：ナイトミュージアム開催（土日祝日16:30～20:00） 

 

② 「手をたずさえる塔」と雪遊び博覧会／まつだい「農舞台」フィールドミュ

ージアム 

会期：１月29日(土)～３月６日(日)の土曜日、日曜日、祝日 

料金：一般1,200円、小中学生600円（企画展＋常設展） 

※まつだい「農舞台」、まつだい郷土資料館、野外アートの各鑑賞料、

および雪国体験料を含む。 

※館内のみ鑑賞する場合は、農舞台単館券をご利用ください。 

 内容：新作「手をたずさえる塔」を公開するほか、雪の可能性をアートに生

かした「雪アート」を堪能。たっぷり降り積もった雪を楽しむプログラ

ムでフィールドミュージアムを満喫できます。 

 参加作家：イリヤ＆エミリア・カバコフ、ドット・アーキテクツ、雪アー

ト・新潟ユニット（池原浩子、井上智子、関根哲男、茅原登喜子、

東條麗子、前山忠）、堀川紀夫＋まつだい山ぞり隊、伊藤千枝子 

（次のページあり） 

「『大地の芸術祭』の里 越後妻有 2022 冬 SNOWART」を開催します 

十日町市 



 

(2)  「雪見御膳と冬の越後妻有を満喫！ 日帰りバスツアー」 

    日程：１月29日(土)～３月５日(土)の毎週土曜 ※２月11日（金祝）は特別運行 

料金：一般（中学生以上）14,800円、小学生以下12,800円 

    内容：越後妻有の魅力あふれる集落のみなさんの冬のおもてなし「雪見御膳」、

車窓からの雪景色、リニューアルした拠点施設が初めて迎える冬のアート

作品をぜひお楽しみください。 

 

３ 共通パスポート 

料金：一般2,000円 小中学生800円 

有効期限：令和４年１月29日(土)～３月13日（日） ※販売期間も同じ 

   販売場所：越後妻有里山現代美術館MonET、まつだい「農舞台」、最後の教室、三

省ハウス、十日町市総合観光案内所、松代・松之山温泉観光案内所、

津南町観光協会 

   利用可能施設：越後妻有里山現代美術館 MonET、まつだい「農舞台」、最後の教

室 

 

４ 新型コロナウイルス感染症拡大予防対策 

   大地の芸術祭の里では、皆様が安全・快適に作品鑑賞ができるように、感染症対

策を行っております。詳しくは、「大地の芸術祭の里 新型コロナウイルス感染拡⼤
予防ガイドライン」をご覧ください。 

 

５ その他  

  「越後妻有雪花火」は、開催いたしません。 

 

６ 添付資料 ・「大地の芸術祭」の里 越後妻有2022冬 SNOWART NPO法人越後妻有里

山協働機構リリース資料 

       ・「大地の芸術祭」の里 越後妻有2022冬 SNOWART チラシ 

■お問合せ先  

 十日町市観光交流課 芸術祭企画係 

 担当：佐藤創希 ☎025-757-2637（内線 518） 














